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千
里
山
会
第
十
九
回
総
会
の
概
況

早
朝
に
雨
が
降
っ
た
よ
う
で
、
足
元
が
濡
れ
た
日
比
谷
公
園

の
奥
、
こ
こ
数
年
、
恒
例
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
内
・
レ
ス

ト
ラ
ン

・
ア
ラ
ス
カ
で
、
十
月
十
七
日
(
土
)
に
第
十
九
回
千

里
山
会
総
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
毎
回
、
数
名
の
初
参
加
者
を
迎
え
ら
れ
、
今
回

も
5
名
の
方
が
、
新
に
出
席
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
た
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
、
大
勢
遠
来
か
ら
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は

5
年
ご
と
の
追
悼
式
を
行
う
年
で
あ
り
、

2
0
0
9

年
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員

口
名
の
方
々
を
偲
ぶ
会
で
も

あ
り
、
比
四
生
柿
崎
員
吾
様
の
司
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

一
昨
年
の

4
月、

2
回
生
の
木
村
久
夫
先
輩
の
新
た

な
遺
書
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
、
東
京
新
聞
で
特
集
を
組
ま
れ

た
同
社
文
化
部
長
加
古
陽
治
様
を
お
招
き
し
、
「
真
実
の
わ
だ

つ
み
」
の
講
演
を
お
願
い
し
、
実
現
し
ま
し
た
。

総開
会
宣
言

物
故
者
追
悼
式

開
会
の
辞

特
別
講
演

事
務
局
報
告

総
会
閉
会

.d恥
::z:s;: 

次

第

司
会

事
務
局
長

司
会

世
話
人
代
表

奥
田

陽

奥
田

陽

柿
崎

国
回
目
五
ロ

片
山

章

東

京

新

聞

・

文

化

部

長

加

古

陽

治

様

木
村
久
夫
と
「
真
実
の
わ
だ
つ
み
」

事

務

局

長

奥

田

陽

一

会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
配
布
資
料
説
明
、

ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
の
お
願
い
他

(
休
憩

十
分
)
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メb、
寸

回9
回
生

9
回
生

日
回
生

四
回
生

8
回
生

6
回
生

鎚
回
生

8
回
生

日
回
生

凶
回
生

H
回
生

幻
回
生

4
回
生

日
回
生

M
回
生

日
回
生

四
回
生

特
別
講
演

2
回
生 追

悼
者

御
芳
名
簿

辰

巳

昂

様

2
0
1
0
・
o
l
-
-
8

宇
野
隆
造
様

2
0
1
0
・
0
8
・
1
0

弘

末

新

一
様

2
o
l
-
-
0
2
・
2
3

芝
(
山
東
)
麗
子
様

2
0
1
1
・
0
7
・
2
9

武

蔵

宏

様

2
0
1
1
・
0
9
・
0
7

中
田
(
飯
島
)
信
子
様

2
0
1
2
・
0
1
・
2
9

岡
林
(
立
木
)
祐
子
様

2
0
1
2
・
0
3
・
2
4

宍
戸

(
伊
藤
)
清
子
様

2
0
1
2
・
0
7
・
1
8

清
水

達
夫
様

2
0
1
2
・
1
2
・
1
1

田
中
(
宇
野
)
博
様

2
0
1
2
・
1
2
・
2
3

竹
内
(
宮
中
)
市
子
様

2
0
1
3
・
0
1
・
2
2

芦
田
和
雄
様

2
0
1
3
・
0
5
・
1
8

角
田
(
安
倍
)
智
慧
子
…
2
0
1
3
・
0
7
・
0
1

山
本
勝
浦
様

2
0
1
3
・
0
8
・
2
4

河

井

康

郎

様

2
0
1
3
・
1
2
・
0
9

徳
田
迫
夫
様

2
0
1
4
・
0
2
・
0
7

石
川
忠
志
様

2
0
1
5
・
0
7
・
1
2

)
は
千
二
小
在
学
時
の
姓

「
真
実
の
わ
だ
つ
み
」

(
要
約
)

木
村
久
夫
先
輩
に
別
の
遺
書

東
京
新
聞
社
文
化
部
長

加
古

陽
'Jt. 
tロ

こ
れ
は
千
里
山
会
総
会
時
、
加
古
様
に
特
別
講
演
を
お
願
い

し
た
も
の
で
す
。
ご
講
演
時
に
書
き
留
め
た
も
の
な
の
で
、
足

り
な
い
と
こ
ろ
、
聞
き
間
違
い
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
は
何
と
ぞ
お
含
み
お
き
く
だ
さ
い
。

早
稲
田
大
学
構
内
に

「
往
く
人
の
ゆ
き
果
て
し
校
庭
(
に
わ
)
に
音
絶
え
て

木
の
葉
舞
う
な
り
黄
に
か
が
や
き
て
」

と
書
か
れ
た
碑
が
あ
り
、
堂
園
満
枝
が
学
徒
出
陣
し
て
い
く

学
生
の
霊
を
祭

っ
た
も
の
で
す
。

「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
」
は
、

戦
後
、
各
地
の
戦
没
学
徒
の
遺
稿
を
集
め
、
東
大
協
同
組
合
か

ら
、
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

世
話
人
代
表

開
会
の
辞

(
要
訳
)

間
回
生

片
山

章

平
成
6
年、

実
に
お
年
振
り
に
千
二
小
卒
業
生
の
有
志
が
集

ま
り
、
そ
の
後
の
発
展
を
打
ち
合
わ
せ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
も

続
け
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、
こ
の
千
里
山
会
が
始
ま
っ
た
。

た
だ
、
そ
の
時
に
は
名
前
も
な
く
、
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
伏
見
さ
ん
提
案
の
「
千
里
山
会
」
を
同
9
年
よ
り

採
用
。
同
日
年
、
「
千
里
山
会
誌
」
創
刊
号
を
発
行
し
た
。

以
来
、
同
幻
年
、
第
四
号
と
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い

る
。
そ
の
第
2
号
で
は
、

9
回
生
、
藤
田
田
さ
ん
(
日
本
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
創
始
者
)
の
小
学
校
校
舎
に
関
す
る
文
章
や
、
第
四

号
で
は
「
千
里
山
」
の
地
名
に
着
い
て
日
回
生
伊
藤
綾
子
さ

ん
の
力
作
が
載
っ
て
お
り
、
元
禄
時
代
、
否
、
嵯
峨
天
皇
時
代

(
7
8
6
年
1
8
4
2
年
)
に
遡
る
と
の
こ
と
。

さ
て
今
後
の
こ
の
会
の
展
開
は
、

9
回
生
飯
島
泰
蔵
さ
ん

の
千
里
山
会
・
会
誌
・
創
刊
号
の
巻
頭
言
の
主
旨
に
則
り
、

出
来
る
だ
け
長
く
続
け
た
い
。

そ
れ
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
創
意
・
工
夫
が
欠
か
せ
な
い
。

1
9
4
9
年
初
版
が
出
さ
れ
、

1
9
8
9
年
岩
波
文
庫

か
ら
新
版
と
し
て
再
編
集
さ
れ
、

1
9
9
5
年
に
は
改
訂
版
も

出
さ
れ
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

累
計
1
5
0
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
り
、
巻
末
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
千
二
小
の
大
先
輩
で
2
回
生
の
木
村
久
夫

氏
が
書
か
れ
た
遺
書
で
あ
り
ま
す
。

別
の
遺
書
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
の
は

木
村
氏
の
こ
と
を
書
こ
う
と
思
い
短
歌
を
確
認
し
て
い
る
時
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
(
2
0
1
3
年
)

〈
音
も
な
く
我
よ
り
去
り
し
も
の
な
れ
ど
書
き
て
偲
び
ぬ

明
日
と
舌
守
門
ノ
字
を
〉

こ
の
歌
は
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
を
初
め
と
し
て
、
登

場
す
る
書
物
に
よ
っ
て
、
微
妙
に
表
記
が
違
っ
て
い
た
の
で
す
。

例
え
ば
、

「
(
明
日
と
)
言
ふ
」
が
「
い
う
」
に
な
っ
て
い
た
り
、
「
(
去

り
し
)
も
の
」
は
「
物
」
と
漢
字
で
書
か
れ
て
い
た
り
し
た
の

で
す
。

元
々
、
木
村
氏
の
遺
書
は
上
官
か
ら
頂
い
た
「
哲
学
通
論
」

の
本
の
余
白
に
書
き
綴
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
先
の
短
歌
の
違
い
や
、
「
哲
学
通
論
」
に
書
か
れ
た

遺
書
が
中
途
半
端
な
終
わ
り
方
を
し
て
い
る
さ
ら
に
、
「
わ
だ
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つ
み
」
と
一
致
し
な
い
記
述
も
あ
り
、
別
に
遺
書
が
存
在
す
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
ご
遺
族
に
問
い
合
わ
せ
、
妹
さ
ん

に
探
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
な
い
と
の
返
事
で
し

た
が
、
そ
の
う
ち
、
金
庫
の
裏
か
ら
出
て
き
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
お
父
さ
ん
の
久
さ
ん
宛
の
も
の
で
し
た
。

こ
こ
で
木
村
久
夫
氏
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
ま
す
。

千
二
小
卒
業
後
、
府
立
豊
中
中
学
へ
。
英
語
が
得
意
と
な
り
、

日
本
語
の
あ
ま
り
出
来
な
い
外
人
教
師
と
は
英
語
ば
か
り
で
話

を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
と
同
時
に
短
歌
に
も
目
覚
め
ま
し
た
。

旧
制
高
校
は
金
沢
第
四
高
等
学
校
を
目
指
す
が
、
寒
く
雪
が

多
い
こ
と
か
ら
、
旧
制
高
知
高
等
学
校
に
志
望
を
変
更
。

潔
癖
過
ぎ
る
ほ
ど
好
き
嫌
い
の
激
し
い
性
格
か
ら
、
軍
国
主

義
や
権
威
主
義
、
頭
ご
な
し

・
威
張
る
先
生
が
大
嫌
い
で
、
特

に
ド
イ
ツ
語
の
教
授
は
徹
底
し
て
嫌
い
ま
し
た
。

お
陰
で
2
年
、
留
年
す
る
羽
田
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
問
、
読
書
に
明
け
暮
れ
、
後
日
、
母
校
高
知
大
学
に
4

3
5
冊
の
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
全
て
に
木
村
氏

の
書
き
込
み
が
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

高
校
卒
業
後
、
京
都
大
学
に
進
み
将
来
、
社
会
科
学
の
学
者

を
、
目
指
す
か
父
久
氏
が
望
む
外
交
官
か
と
悩
み
、
高
校
時
代

し
く
糾
弾
す
る
内
容
は
お
父
さ
ん
や
塩
尻
先
生
が
、
「
き
け
わ

だ
つ
み
の
こ
え
」
に
載
せ
る
に
あ
た
り
、
軍
人
特
に
陸
軍
の
軍

人
を
激
し
く
非
難
す
る
部
分
を
削
除
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
当
時

そ
れ
で
も
軍
部
を
擁
護
す
る
人
が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
は
「
こ
の
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く
死
と
言
う
こ
と
が

大
し
て
恐
ろ
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
」
と
。

拝
見
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
最
後
に
「
絶
対
国
防
圏
」
の
地
図
が

あ
り
ま
し
た
。
カ

l
ニ
コ
パ
ル
島
は
イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
最
西

端
で
す
。
制
海
権
・
制
空
権
を
失
っ
て
補
給
の
途
す
ら
な
く
、

名
ば
か
り
の
「
絶
対
国
防
圏
」
置
き
去
り
に
さ
れ
玉
砕
を
選
ん

だ
、
す
べ
て
の
日
本
軍
兵
士
を
思
う
と
木
村
氏
の
糾
弾
は
当
然

だ
と
思
い
ま
す
。

ご
講
演
を
伺
い

2
0
回
生
浅
野
倉
平
さ
ん
が
同
期
の
方
々

と
ス
ラ
イ
ド
に
あ
っ
た
木
村
家
の
墓
所
を
訪
れ
ら
れ
ま
し
た

が
柵
に
固
ま
れ
て
い
て
、
墓
前
に
お
参
り
す
る
こ
と
は
叶
わ
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
(
完
)

の
恩
師
塩
尻
先
生
に
手
紙
で
相
談
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
赤
紙
が
届
き
、
結
局
、
イ
ン
ド
洋
ア
ン
ダ
マ
ン
海
の
ニ
コ

パ
ル
諸
島
の
一
つ
カ

l
ニ
コ
パ
ル
島
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
海
軍
主
導
の
民
政
部
に
配
属
と
な
り
、
元
々
英
国

領
だ
っ
た
現
地
の
住
民
ら
へ
の
宣
撫
活
動
、
折
衝
に
当
た
り
ま

し
た
。
英
語
を
話
す
イ
ン
ド
系
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
住
民
だ
け

で
な
く
、
現
地
語
を
覚
え
原
住
民
と
も
親
し
く
な
っ
て
い
っ
た

よ
う
で
す
。
差
別
意
識
は
全
く
な
く
、
皆
が
島
民
の
こ
と
を
「
土

人
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
彼
の
み
は
「
原
住
民
」
を
使
用
。
愛

情
す
ら
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
戦
局
は
悪
化
し
、
英

国
艦
隊
に
包
囲
さ
れ
、
沖
合
か
ら
、
艦
砲
射
撃
も
加
わ
り
、
激

戦
。
そ
の
よ
う
な
折
に
住
民
に
英
国
へ
の
ス
パ
イ
容
疑
事
件
が

起
こ
り
、
信
号
弾
打
ち
上
げ
等
の
取
り
調
べ
の
任
に
当
た
ら
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
取
り
調
べ
及
び
そ
の
結
果
と
し
て
の
原

住
民
の
処
罰
が
、
敗
戦
後
の
軍
事
法
廷
で
今
度
は
逆
に
処
罰
を

受
け
る
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
軍
上
層
部
の
処
罰
を
軽
く
す
る
た
め
の
隠
蔽
工
作
の

結
果
、

一
兵
卒
の
木
村
氏
が
処
刑
さ
れ
、
参
謀
等
は
逃
げ
切
る

と
一吉守門
ノ
誠
に
卑
劣
な
手
段
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
激
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経過報告

15.07.28 会誌 18号最終校正於学士会館 27萩原 24奥田

15.08.05 会誌 18号発送開始

15.08.05 会誌 18号を千里山・佐井寺図書館、国立国会図書館に納本

15.09.06 常任幹事会総会準備会於八重洲倶楽部

17高橋、 18片山、 寺津、 小木曽、 21大森、平田、 23佐怒賀、

26児 玉 、27萩原、29芦田、 32古川、 39増田、 24奥田

以上 13名

15. 10. 14 アラスカとの打合せ、加古陽治様挨拶 18片山、 24奥田

15. 10. 17 2 0 1 5年度総会・懇親会 (詳細会誌 19号)

15. 10.21 2 0 1 5年度中間決算作成 関係者に郵送、チェックお願い

18片山章、寺津美代子、21平田坦 26児玉絢子、27萩原直大、

24奥田陽一

15.11.29 常任幹事会総会反省会 於八重洲倶楽部

18片山、小木曽、寺津、 21平田、 24奥田、 26児玉、

27高見、萩原、 32古川 以上 9名

16.03.31 会計 15年度決算書類作成・チェ ック 21平田坦 26児玉絢子

24奥田陽一

16.06.04 会誌 19号編集打合せ於学士会館 27萩原 24奥田

16.06.11 ちさと会 18片山世話人会代表挨拶

16.07.06 会誌 19号編集打合せ於学土会館 27萩原 24奥田

16.07.12 会誌発送用封筒準備 32古)11 24奥田

16.07.19 会誌 19号編集打合せ、版下をよしみ工産へ

於学士会館 27萩原 24奥田

千里山会 2015年総会・懇親会 出席者名簿

2015.10.17 レストランアラスカ 日本プレスセンター底

来賓加古陽治様

1 1回生伏見千瑞子、 三谷(平井)万里子

14回生柿崎長吾、 三分一克美、吉田静男(初)*(尼崎)

1 5回生山本平八郎・(千里山)

1 6回生松村信男*(ハワイ)

1 7回生高橋一三、宮中 1等、山本(吉田)恵子

(回生別 ・五十音順)

1 8回生片山 章、山崎不二雄、小木曽(名回)文子、柴木(池田)明子、寺津(劉)美代子

20回生浅野倉平*(千里山)、長谷川宏有、和国 忠博*(神戸)、井出(藤J11) 敏傘(大阪狭山)、

様山(三笠) 翠・(千里山)

21回生大森信、平回坦、大久保千尋

23回生 辛嶋保馬、金尾(尾崎)恵子*(広島)、佐怒賀(片山)弘子

24回生奥田陽一、加藤孝本(仙台)

25回生永井誠、中村孝士、牧村(山崎)佳那子

26回生奥田(渡部)英子、児玉(服部)絢子

27回生高見信雄、西田悠紀夫ベ千里山)、萩原直大、林裕三*(伊勢)、城戸(吉田)三千代、

戸島(大石)松子
まさかず

28回全池畠正員(初)

29回全岩瀬拓郎

32回生赤井恭平、小林義一(初)、山田 明、古川I(藤本)道子

35回生藤本淑子

39回生海岡 純、僧田署長邦*(宇都宮)
やすよ

42回生山崎養世(初)
もさか

千三33回生 (75回生)毛阪 愛(初)

*遠来者 1 2名

(初):初参加者 5名

以上51名
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【2015年度千里山会収支表】
1 5 年 4 月 1 日 ~l 6年 03月 31日

2016年03月31日

収入 金額 支出 金額

前年度繰越 883.520 
年会費 159名 318，000 通信費 71，028 

振込手数料 756 
内訳 13年 1名 2，000 文具 ・コピー費 46，396 

14年 3名 6，000 打合経費 30，840 
1 5年 154名 308，000 慶弔費他
1 6年 1名 2，000 会誌 18号作成費 183， 708 

振込手数料(会費振込分) 一12，520 会員名簿作成費

その他(雑収入) 2，000 
利息 132 
小計 307，612 小計 332， 728 
懇親会費 50名 395，000 会食費他 484， 126 

@8，000 写真費
合唱隊他諸経費 27， 140 
記念品費

小計 511，266 
寄付金 8名 58，000 

繰越 800. 138 
合計 1，644，132 合計 1，644，132 

参考 基金総額 617，000円 (1996年募集)
寄付累計 1 ， 594 ， 042 円 (1996/4~2016/03 延201名、含切手寄付)

本日、千里山会の会計監査をした結果、処理は適正且つ正確で

あるものと認めます。

2016年 6月21日 監事 平田 垣


